
◼ 内航海運は、国内貨物輸送全体の約４割、産業基礎物資輸送の約８割を担い、我が国の国民生活と経済活動を支える
必要不可欠なライフライン。

◼ 内航貨物輸送量は、長期的には減少傾向であり、特に2009年度のリーマンショック及び2020年度の新型コロナ
ウイルスの影響でそれぞれ急激に減少した。

◼ 2024年度は、鉄鋼等の輸送需要回復により、輸送トン数、トンキロともに前年度比ほぼ横ばいで推移している。

内航貨物輸送量の推移
（2024年度（百万ﾄﾝｷﾛベース））

セメント金属(鉄鋼等) 石油製品

（出典）「鉄道輸送統計年報」「航空輸送統計年報」「自動車輸送統計年報」「内航船舶輸送統計年報」より国土交通省海事局内航課作成

産業基礎物資輸送

の約８割

（2024年度：千トンキロベース）

輸送品目別シェア

「内航船舶輸送統計年報」より海事局内航課作成「内航船舶輸送統計年報」より海事局内航課作成
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